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“私の人生の目的は何？” 

“私は何をするために生まれてきたんだろう？” 

“私はなぜここにいるの？” 

“私はどこに行くの？” 

  

これらの問いかけは、私が 2007 年にミステリースクールでカバラや形而上学、神秘学を基礎から学

んだ時にまず初めにきかれた内容です。声に出して、自分に問いかけて、内から湧き出てくる答えを

時間をとって感じてみてください。当時、私自身は、自身に問いかけてもはっきりとした答えが感じら

れず、わかりませんでした。好きな仕事をさせていただいて、会社勤めはしているものの、本当は何

をしたいのか、人生の目的は何なのか、わからないまま時間を過ごしていました。 

 

この本を手に取られた方は、何かしら現在の生き方、あり方を考えていたり、悩んでいたり、将来の

方向性や選択がわからず、つまづいていたりされるのではないでしょうか？選択肢があれば、良か

れと思って選んだ選択肢が正しいのかどうか、間違っているのか、どうすれば良いのか、迷われてい

る方もいらっしゃるかもしれません。 

 

こちらの本には、私自身の様々な経験も織り交ぜて、色々な事例をご紹介しています。これらを読み

ながら、ご自身の人生と照らし合わせながら、ご自身の魂の声を聞いて、人間として生まれる前のス

ピリットだった時に設定された人生の目的や課題を一緒に探す旅に出てみましょう。  

  

この本はいくつかの項目があり、ご自分でご自分のことを更に理解し、探究し、自分とより深くつなが

って、魂レベルから目覚めていくことができるように、実践的なワークをできるエクササイズが数多く

含まれています。この地球の次元は考えるだけでは何も夢がかなわず、行動をとっていかなければ

何も変わらないため、実践的なエクササイズを飛ばさずに時間をとって、じっくりと実践ワークをされ

ていくことで、エネルギー、感情、思考面での変容を促し、ご自身の魂の声を聞くことができるように

なっていくよう設計されています。  

 

 

人間として一生を生きるのは一回だけなので、長いようで短い人生を充実して、幸せに生きていくこ

とができますように。 

 

 

西村 ケイ 
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お読みになる前に、ご留意ください。  

この本に書かれている内容はホリスティックなスピリチュアルな内容であり、代替医療として、または

エネルギーワークとしていかに良い効果があるとしたとしても、身体や心の不調を抱えている方は必

ずお医者様に診ていただいてもらってください。私は医療のプロではありませんので、心身疾患の

問題やお薬の服用などに関してはその道の専門家であるお医者様へお尋ねになってください。 人

間はエネルギー面だけでなく、肉体面での疾患や痛みなどが現象化していきますので、肉体面の

問題は病院で見ていただく必要があります。 

  

また、私自身も日々研究し、まだまだ研鑽を重ねています。そのため、これまでに私が経験し、知る

限りでの、2020 年今時点での情報や気づき、個人的な経験を可能な限り正確に、誠実に、お読み

いただいている方々に役立てて頂けるよう共有させていただきたいと思って執筆しました。私自身の

視点と経験、その道のメンターなどから学んだ事、学んだ宇宙の法則等も盛り込んでいます。書か

れている内容が誰にでも当てはまる、唯一真実の“絶対的な”内容ではなく、“相対的な”内容もある

ため、書かれたことを同様に実践されれば、同じようなことができる、絶対的にこうである、こうなる、と

信じていただくために書かれているわけではありません。書かれている内容やストーリーをご参考に

していただいて、ご自身が自分の人生を“調理”して築き上げていくため、ご自身の人生の目的に役

立てられる内容があれば是非ご活用いただければ幸いです。お読みいただいて、自分が思う真実と

は違うと思われる場合もあるかもしれませんが、あくまでもご自身の人生を花開かせていくための一

つのツール、参考情報としてお役立ていただければ幸いです。   

 

また、どのようなことであれ実践する、行動をとる際には、原因と結果の法則が働きますので、結果の

責任が良いものであれ悪いものであれ、一時的な好転反応であれ、ご自身ですべての言動の責任

をとることを意図されながら、実践、行動をとられるようにされてください。私のほうではいかなる場合

であれ、ご自身がとられた言動の結果の責任は負いかねますのでご留意ください。人生航路では、

色々な選択ができます。どのような選択をするもの、言動をとるのも自由意志が働きますので、ご自

身で行動を取るか取らないかをお決めいただけます。自由意志を行使し、起こってくる結果に関して

は、原因と結果の法則が働き、すべては自分の責任下で様々なことが起こってきますので、予めこ

の宇宙の法則をご理解されて言動をお取りになると良いでしょう。  

  

  

ご自分の人生を本来のありたい人生へと展開させて、生き生きとした豊かな人生を手に入れていき

ましょう。  

 

 

 

まず初めに。。。おそらく初めて私自身の魂の声を聞いた時  

私が 9 歳か、10 歳頃だったと思いますが、両親と引越し、祖父母と共に住むようになった家の屋上

で星空をずーーっと、ぼーーっと見ながら私が天に独り言を言っていました。  

  

“私は何をするために生まれてきたんだろう？” 

“私はなぜここにいるの？” 
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答えは返ってこず、空をずーっと見ていたことがしばしばあったのを覚えています。たぶん当時はク

ラスメートでかぎっ子兼いじめっ子達がいて、彼女達とちょっとした事でけんかになり、初めて人間関

係で悩んだ頃だったと思います。  

  

私は芸能界やテレビドラマなど世俗的な事にはほとんど関心がなく、クラスメートからは“もっと歌番

組とかテレビを見て芸能通にならないとだめよ”、なんて言われていました。私の当時の関心事は外

で走り回って遊ぶこと、習い事をすること、以外に、なんで人は嘘をつくんだろうか、人に嫌なことを

するんだろうか、なぜいじめっ子は意地が悪いんだろうか、どうして離婚した父親に育てられている

○○ちゃんは、普通の生活もままならず、6 畳一間の小さなアパートに住んでいて、いつも寂しそう

なんだろうか、ということで、当時はそれが自己啓発や、カルマ、霊的なことに関わるとはわからず、

社会の在り方自体に疑問をもっていた覚えがあります。  

  

当時幼稚園に行く前から一緒に育ったおさななじみのお母さんが倫理を勉強されていて、私が 9 

歳頃から毎月倫理の本をもってきてくれました。それに書かれている倫理、道徳、心理学、心の在り

方、人間関係のあり方などの実話や教えを毎月楽しみにして読んでいました。中でも今でも記憶に

残っているのは、夫婦がいがみ合いをしているお家は栄えない、というもので、ふーんと思いながら

読んでいました。今から考えるとちょっと変わった子供だったんだろうと思います。祖母が霊媒であっ

たため、自然とその影響があったのかもしれませんね。  

  

私の祖母は体が悪く、痛みをこらえて毎日座って過ごすのがやっとという人生を送っていました。そ

のため、20 年もの長い間闘病し、私が 12 歳のころに 71 歳そこそこの若さで早くに亡くなりました。

更に 20 年ほど健康に長く生きていてくれれば、私が物心ついてからもっと色々な話ができ、スピリチ

ュアルな世界のことも祖母から学べただろうと思います。  

  

小さな時にはなぜ生まれたかもわからず、答えもわからないまま、私が想像していた当時の人生設

計は、高校を出て、たぶん短大に行って、20 歳くらいで結婚して、子供を産んで育てて、お料理を

作って、家族と一緒に幸せに過ごすんだろうな～というのが私の大人になってからの人生の過ごし

方のイメージでした。  

  

ところが小学校に入り高学年になってから、当時の担任の先生が私の両親に、私が教育大付属中

学校と私学への中学受験を受けることを勧められたことから私の人生は一転したようです。当時の先

生は私の人生が大きく変わるであろうことを予想をしていて、私が大学に行くこととなったら、両親の

もとにはおらず、普通一般的に、嫁に行って人生を過ごす、というような人生にはならない、下手する

と海外に行きますよ、それは覚悟はされておくと良いかと思います、と予言されたそうです。担任の

先生は良く見ていますね 笑。実際、その通りになっています。  

  

ということで、小学校５年生後半あたりから中学受験の勉強が始まりました。  

  

それまでは小学校での勉強が終わったら宿題はきちんとしますが、校庭でのドッジボールに積み木

遊びに、公園と近所でほぼ毎日友達と遊んで、ピアノの練習に、そろばんに、ガールスカウトにと遊

びと習い事が中心のかなりおおらかな生活をしていました。  

  

こんな生活から一転して、進学塾に入り、家でも週末でも勉強勉強の生活となり、一気に体重が増え

てスリムでなくなりました。私自身は地元の荒廃した、不良が徘徊している公立中学には行きたくな

かったので、受験勉強自体はさほど苦にもなりませんでした。  

  

塾や家庭教師の先生、担任の先生、両親にサポートされながら、結果、そろばんは得意でも算数が

苦手だった私は教育大には入れなかったものの、大阪の北にある中高一貫の私学から合格通知を
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もらいました。私立中学校への合格が決まり、そこで思春期の６年間を過ごすこととなりました。大学

に入ることを目的としたこのスパルタ進学校の私立に入り、人生の目的とは、何をしたいのか、なー

んてビジョンのカケラも何もないまま、中学一年から約 150 人の同級生と毎日共に勉強にいそしむこ

ととなりました。毎日片道 1 時間半かかる通学を高校が終わるまで、6 年間続けました。お弁当を毎

日朝早く作ってくれていた母親に感謝です。  

  

当時は将来何になりたいという明確なビジョンも何もないまま、とにかく毎日月曜から金曜朝に行わ

れる 20分テストでいい成績をとらないと落第することが怖い、落ちこぼれると恥ずかしいという思いか

ら朝から晩まで勉強勉強、夏休みも、春休みも冬休みもアルバイトは許されず、自転車に乗って 20 

分ほどの図書館に友達とほぼ毎日勉強をしに出かける、勉強勉強という今から考えるとがり勉ちゃん

の毎日を過ごしていました。  

  

高校生１年に入ってから、やっと大学はどこに行くのなんの専攻をしたいの、ということを考えなけれ

ばいけない時期に突入していきました。でも。。。  

  

正直言って、わからない。。。。  

  

色々な大学のリストも専攻科目のリストも見たものの。。。。興味があるものと言えば英語くらい。経済

学や経営、音楽、美術、など見てもあまり興味がわかず。。体育は大好きだけど、体育で身をたてよ

うとはおもっておらず。。興味があるのは英語、海外文化と歴史。英語は別に得意でもなく、私よりも

英語が良くできる S ちゃんや、帰国子女の O さん、C ちゃんなどがいてとても国立大学のトップには

入れるレベルには達していない。。。リストを見ても絶対にこれが勉強したい、なんてのがなぜかな

い。。。何十年も前の当時は心理学専攻があったのかなかったのか。。。哲学科はありましたが興味

なく。もちろんジャーナリズム、神秘学、形而上学の専攻なんて関西ではありませんでした。東京で

はあったかもしれませんね。  

  

地下鉄に乗って毎日登下校をしていましたが、高校 2 年のある日、途中下車をしてたまに立ち寄る

本屋さんへ行きました。その際に気になったのが目に入ってきた ECC という英語学校の看板。詳細

は覚えていませんが、ECC に制服のまま入っていって、カウンターで英語クラスの説明を受けて家

に書類を持ち帰ったのは覚えています。私の母曰く、ECC の会話と聞き取りなどのクラスを受講する

ことに既にサインをしていて、その書類を母に見せて、振り込みをお願いしたたそうです。事後承諾

ですが、全く覚えていません。  

  

その後、高校 2年から 3年の冬くらいまで ECC に通い、高校生で学校と家の往復がメインだった、

高校生の私にとっては最年少で大人と混じって、生きた英語の勉強をすることはとても刺激的でした。

英語を話すクラスは帰国子女の日本人の女性の先生が担当し、片言で話すことを練習することがと

ても楽しかったのを覚えています。聞き取りとそして書き取りのクラスはチャイニーズ・アメリカンの男

性の先生で、とってもアメリカンな雰囲気のチャーミングな先生に教わって難しいながらも楽しく学べ

たのを覚えています。クラスメートの 20 代のお姉さんとお兄さんが仲良くなって、彼らが手をつない

で一緒に歩いて帰るのを見ただけでもドキドキしました。  

 

この時から初めて生きた英語、英会話を外国人先生から学び始めました。学校の本を読んでグラマ

ーだけを習う、というつまらない形式でなく、生徒同士でペアを組んで、生きた英語で話す練習をし

て、聞き取って、会話をしていく、ということの楽しみを発見したことから、海外に行きたいなー、英語

をもっと身につけたいなー、もっと色々な外国人にあって話してみたいなー、という将来への夢が初

めて芽生えてきたように思います。  

  

高校 3 年の時に、母親と共に担任の先生から面談を受けた際に、では、国立の大阪外国語大学に
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行って英語と英語圏の文化を本格的に勉強したい、留学もしたいからこの大学に入りたい、と希望を

言いました。初めてはっきりとどの分野に行きたい、という気持ちが芽生え、伝えた時期でもあります。  

  

当時の担任からは冷たく（聞こえ）、ユーモアも交えて、  

  

“偏差値が足りないから無理ですなー、箸にも棒にもかかりませんがなー。一ランク下の他の英語学

科の国立か私立を受験することを勧めますわぁ。”  

  

と言われました。何と失礼な！と心の中で思ったのですが、求められる偏差値は 80 を超えていて、

確かに足りない。外大の入試で出される小論文の試験もある。小論文は苦手で、いつも国語の先生

から真っ赤にチェックが入った小論文が返ってくる、でもまだ受験まで時間がある、ということもあった

のかもしれませんが、私の中で妙な直感と確信がありました。  

  

“外大には絶対に受かる”  

  

なぜかはわかりませんが、受かる 100％の確信がありました。でも偏差値は足りないし、推薦枠という

ものがあるとすると、おそらく担任の先生は、この大学へ私を推薦のリストには入れず、私よりもでき

の良い他の子を推薦するだろうことはわかっていましたが。。。これは、サイキック感覚の一つで、“理

由はわからないけど知っている”という感覚の一つだったのかもしれません。当時は知る由もなく。。  

  

私の父は特に私に何かをしろ、といったことはなかったかと思いますが、私は自分の心の声に従って、

担任の先生の反対を押し切って外大を第一志望として受験することにしました。母親は担任の先生

との個人懇談の後、私に条件を出しました。外国語大学を受けてもよいが、他に私立の英文科と経

済学科をいくつか滑り止めで受けてほしい、というものでした。彼女の夢もあったと思うので、結局外

大以外に叔父に勧められた京都や神戸の私立の経済学部や英文科を 3つほど受けました。  

  

結果、私の当時の ECC 英会話学校の担当のかっこいい先生が“外大に合格すれば、ランチをご 

ちそうしてあげよう”、という“エサ”が功を奏したのか、第一志望の外大に合格しました。ECC の担当

の先生もびっくりしたものの、約束通りランチのご招待をしていただきました。  

  

親の期待を裏切って私立の英語学科や経済学部にはいかず、もちろん第一志望の外大に進学。卒

業後は金融会社に勤めたので、後々経済学部に行ってみっちり 4 年間経済を勉強すれば良かっ 

たと思ったことが多々ありましたが、今から振り返ってみるとなぜかはわからないけれど、心がやりた

い最適なことを選んでいたんだと思います。つぶしのきかないと思われる文化や言語を勉強するより

は、経済学を勉強すればつぶしがきく、というのが物質次元ではより良い選択肢なのかもしれません

が、スピリット・ソウル次元から見ると必ずしもそうではなかったようです。これが、ある程度物心がつい

てから、‘魂の声を聞く’ということの初めての経験だったと思います。  

  

私のスピリットとしての人生の計画の中には、色々な文化に触れて、様々な人に会って学びを深める、

ということが入っていることを知ったのはもう約 20 年も後の話になります。  

  

このように大学選定の時が、私が今から覚えている中でも私の魂レベルからの声を聞いた初めの時

だったと思います。私が当時の高校の担任のアドバイスや母親の意向を優先して、それに従って行

きたい大学への受験をあきらめていたら、おそらく今とは違う人生航路を歩んでいたことだろうと思い

ます。なぜかはわかりませんが、海外、異文化に惹かれて海外文化を勉強し、英語を身につけたい

という思いが強かったですね。今から考えると、これは人間として私が生まれる前に、スピリットとして

思い描いた、地球という惑星で経験したいことのうちのリストの 1 つだったので、魂レベルからの選択

だったと思います。英語が話せれば、異文化がわかれば、世界中あちらこちらに行って世界を自分
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の目で見て、直接話しができ、文化や歴史を肌で感じ、経験するとができますね。  

  

こういった経験をしているので、この頃以来、他の人が何と言おうと、自分が魂レベルでそうだと思う

ことに関してはそれを優先することにしていましたが、東京で企業奴隷のように働くようになってから

はずいぶんこういった感覚を失っていったように思います。魂の声をきちんと毎回聞いていたら、日

本の企業でいくら外資であれ、長く働き続けることはおそらくできず、26-29 歳のころには会社を辞

めてアメリカへ渡っていただろうと思います。だんだん自分の感情や魂の声を抑圧していったため、

2005 年頃の写真をみると生きているものの、本来の自分ではないようなエネルギーを持っていまし

た。魂の声を聞いても無視したことがかなりたくさんあり、結果的にろくな目に合っていなかったのも

事実です。  

  

当時は、自分の心が感じていることに従える労働環境ではなく、“がむしゃらに頑張らないと認めても

らえない”、といったパターンがあったようです。当時はそれが当たり前の時代。または私がおかれた

環境がそうだった、と言ってもよいでしょうね。今でもおそらくそういったパターンを多くの方が持ちな

がら、会社勤めをされていたり、仕事をしていたり、家事をされていたりするのではないでしょうか。自

分の気持ちは二の次。本音では世渡りはできない。。魂の声は聞こえても聞かないで、無視して人

生をいきていく。。。  

  

思い当たる節はありますか？  

  

あなたは、私が経験したように、なぜだかわからないけど、直感で絶対にこうだと思う、それに従った

らスムーズに事が運んだ、というようなことがありましたか？  

  

魂の声に沿って選択をした結果、うまくいったことがありましたか？  

  

  

今のご自身の状況を見てみましょう  

御自身の将来や資質、キャリア、リレーションシップ、人生の方向性などなど、自分がやりたいことに

関してはっきりと 1 ヶ月後、1 年後、または 3 年後には○○をして○○が起こるように、○○をしてい

ます、と行動をとっているでしょうか？または自分がやりたいことは○○、これをやって○○をかなえ

ます、と言い切れる方も少ないかもしれません。どれだけ優れた占い師に占ってもらったとしても将

来を明確に予測することは至難の業です。未来がどのようになるかは、ほぼ現時点では決まってい

ません。起こる可能性がある未来の縮図は山のようにあり、その中からどれが現実化されていくのか

は、ご自身の意思と実践がカギを握っているからです。 

 

何が起こるかはわからないけど、自分が望む将来を手に入れるために行動をとってみよう、努力して

みよう、という方もいるでしょう。（創造、クリエーター型）  

  

中には何が起こるかわからないから、神頼み、人頼みで自分では何も具体的な行動は取らない、と

いう方もいらっしゃるかもしれません。（依存型）  

  

今は時期じゃないからやめておこう（様子見型）  

  

何をしたいのかわからない（迷い子型）  

  

やりたいことはあるけどどうせ自分にはできないからやめておこうかな。。という方もいらっしゃるか

な？（諦め型）  
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あなたご自身はどのようなアプローチをされていますか？  

  

魂の声を聞き、自分の本質的に大切なことを優先して人生を歩んでいくために、祖父母や両親から

学んだこと、メンターから学んだこと、様々な自己啓発で学んだこと、天界から教えてもらったことなど

も含め、私自身の経験や聞いたこと等を例として、この本の中で数多く共有させていただいています。

一般的な抽象化された理論や法則だけを学ぶよりは、個々人の経験、ストーリーから学ぶことでより

理解が深まりやすい、というコンセプトは、NLP（神経言語学）のトレーニング中に経験しました。 

 

 

宇宙の絶対的な法則は存在します。ですが、それらの法則を基盤として、各々の在り方に適応させ

なければ、こうすれば誰にでも絶対に 100％うまくできる、という金太郎あめ的な方法はおそらくない

でしょう。自分のエネルギーをチェックしながら、自分にとって、うまくいきやすいパターン、成功法則

などを見出していくことが大切です。 

 

例えば、“人生には努力も必要です“と聞いた方のライフスタイルや価値観によって、その言葉の持

つ意味と影響も変わります。あまり努力していない人にとっては、そうだなー、と思える気づきになる

かもしれません。でも努力しすぎて、頑張りすぎて疲れている人にとっては、さらに努力されることが

あるかもしれませんが、その場合は逆にお休みや楽しみ時間を入れる、ということが必要になってき

ます。そのため、冒頭でもお伝えしたように、この本の内容は読まれる方の感性、ライフスタイル、価

値観などによって、受け止められる”解釈“が変わってくるため、内容は”相対的なものである“という

のは、こういった意味です。誰にでも普遍的に適用される宇宙の法則はありますが、自分がその法

則と絡んで、どのような位置づけにあるのか、何をしていけばよいのかは、他の人と同じではなく、相

対的であり、個人差が出てくるため、自分に最適な形で適応させていく必要性があります。 

 

現代は核家族化が進み、年長の祖父母や親などから人生の知恵を学ぶことが昔に比べて減って 

いるように思いますので、そういった知恵も盛り込んでいます。実際にいろいろな経験や教えられた

事などから、自分なりのやり方を見い出し、“左脳”を使って、論理的な面からの整合性を分析をし、

“右脳”を使って直観からクリエイティブにやりたいことをすることで、自分なりにそれなりに目的を遂

げ、達成してきた事柄、また失敗談も多々あります。ご参考にいただける部分をご活用いただいて、

ご自身の人生にを変えていくために実践的に行動にうつされていかれるための参考情報としてお読

みいただけるとよいでしょう。  

  

この本を書いている作者はどんな人。。  

この本を書いている作者は 2020 年 1 月現在、英国ロンドンに住んでいる日本人女性です。大阪 

外国語大学へ入学し、大学生活をおおらかに満喫しながら、19 歳の時に初めてアメリカのサンフラ

ンシスコの大学に夏季語学留学を 1 ヶ月ほどし、21 歳の時に NY の州立大学に 1 年留学をさせて

もらって、国際関係、経済を勉強しました。その後、東京で為替、金融、制作会社、マーケティング畑

で外資系企業等で約 13 年ほど働きました。企業奴隷のストレスで体を壊し、本人は当時気づいて

いませんでしたが、下手したら死んでいたかも、というような状況にあっています。不調が原因で、体

調の改善を試みてあちこちのホリスティック・セラピーを当時訪ね歩き始めた時に、  

  

“これは目覚めのウェイクアップコールだよ。君は企業で勤めるタイプの人ではないよ。ヒーラーだよ。

人を助けるのが役目だよ”  

  

というリーディングをされました。これがきっかけで、自分自身がヒーリングやサイキック・リーディング

の世界に方向転換をすることとなっていきます。その後、ミステリースクール、オカルトグループ（秘教

グループ）、心理学グループ、カバラなどその道 30－40 年のマスター達の門戸をたたき、教えを請

い、時には弟子入りして学びを深めました。英国では大学に又入り、2011 年に心理学の学位
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（Graduate Diploma）を修めて、2019年には念願の修士号（MSc）を心理学で修めることができました。  

  

様々な神秘学、形而上学、アルケミー、心理学、エネルギーヒーリング、量子物理学、退行催眠、靈

氣、チャネリング、タロット、コーチング、NLP 、EMDR などの資格をとり、勉強と研鑽を重ね、様々な

方へ目覚めのエネルギーワークやサイキックリーディング、コーチング、メンタリング、退行催眠、マッ

サージセラピーなどをさせていただいています。研鑽を積み始め色々な方々への多くのセッションを

始めてから早くも、14 年以上がたちます。日本人、イギリス人、中国人、アメリカ人、アフリカ人、中東

の方、インド人などなどクライアントの方々は様々です。とてもスムーズとは言えない、山あり谷あり、

死の淵も見ながらの私の人生の旅路です。2005 年当時は自分が一生懸命築き上げた金融、マー

ケティング畑でのキャリアや自己アイデンティティがガラガラと崩れ、 “私は誰？何のためにここにい

るの？“  

  

を真剣に考え、自分と向き合うことになるきっかけの年となりました。そこから、本格的な転機は 2007 

年に訪れます。占星術的に見ても、2007 年は転換期でもあり、長年かけて積み上げてきたものが、

ガラガラとすべて崩壊し、死の淵を垣間見た、人生のどん底の年に当たりました。  

  

この人生の底を味わい、自分自身のアイデンティティーや構築したキャリアが直下型大地震を受け

たように総崩れしていくなかで、何もできないもどかしさを味わい、心理的に路頭に迷いました。幸い

周りには熟練したサイキックやヒーラー等がいてサポートを受けることができたため、人生を見直し、

魂の声を聞き、方向転換をしていくことができましたが、これらのサポートがなければ今の自分はな

かったかと思います。今はロンドンで晴れて永住権を得て、基盤を日本とロンドンにおいて、私がし

たいワークである、エネルギーワーク、心理ワークやトレーニングをさせていただいています。  

  

魂の声を聞く、ということは一生に数回あるだけ、ということでなく、日常生活の中で頻繁に起こりえま

す。それは転職、結婚、離婚、キャリア、どこに住むか、などという自分の日常生活の中で普通に起

こりえますが、私たちは自分自身の心を切り離した生活、または忙しすぎる毎日を送っていると、立

ち止まってなかなか魂の声を聞くことができません。  

  

私自身の経験では、一度ではなく、何度でも次のステージへ上がる、変わる、方向を転換するなど、

人生の変わり目のステージ毎に魂の声を聞くことの重要性を経験しています。一度聞き逃すとそれ

で終わり、ということはなく、スピリットレベルで決めた方向性と少しでも違う方向性に自分が進んでい

る場合、それを気づかせるために何度でも色々なチャレンジや機会が訪れ、自分の魂の心の叫びを

聞く機会が訪れます。 ところが。。。。聞き逃すとだんだん大変な事へとなっていくパターンがあるこ

とが私の場合は多く、結局 2005 年に至るまでに、違う道に進んでいると、というサインが今から考え

ると少なくとも 5 回はあったかと思いますが、“まさか、それはありえないでしょう”という思いから見事

に全部逃しています。  

 

例えば、一つ目の初めて就職した為替の投機会社は 1年ほどで閉鎖の流れへと入っていきました。

予想もしていない出来事にかなりショックを受けましたが、幸い、会社の社長がとても親切な方で一

年少ししか勤められず、会社が完全に閉鎖される前に転職することになった私に、約一年分の退職

金を出してくれました。この資金を使って、アメリカに留学するという流れに入ればよかったのですが、

当時はその選択をしませんでした。 

  

この本をお読みいただいている方には少しでも早く心の声に気づいて、自分がスピリットと魂レベル

で築き上げたいと思っている神聖な人生へと一丸となって進んでいかれることができるよう、数多くの

私自身の実経験やヒントを共有させていただきたいと思います。  

  

一つ、“魂を目覚めさせるためには何が一番鍵となりますか？”と聞かれるとすると次の言葉かも知れ
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ません。  

  

“Surrender to your Destiny”（自身の運命に身を捧げよ） 

  

私自身、まだまだ謎解きをしている最中で、自分の人生の最終目的をまだまだ完全に紐解けている

とは思っていません。ただ一つ確信を持って言えることは、自身がスピリット時代に決めてきた人生

の目的や課題を果たしていない場合は、その道に方向転換するよう、否応なく色々なサインや気づ

き、チャレンジがやってくる、ということです。サインがあっても気づかないで見過ごした場合、気づけ

るようになるまでどんどんチャレンジの度合いが高くなっていく、というのが私の場合のパターンでし

た。また、自分では運命に身を捧げて一生懸命その方向に進んでいると思っていても、違う場合は、

また“あるべき”運命自体に身を捧げていないため、方向転換をする、思考転換をする、気づきを促

すためのチャレンジがやってきます。私の場合は、これまでに３度と経験したくないとても大変なチャ

レンジがありました。そのため、やってきているサインに気づけるものであるのなら早めに気づいて、

魂を目覚めさせる方向へ転換していく、ということが大切だと思い、その重要性を身をもって経験して

いるので、多くの方々の参考になれば良いなと思っています。  

  

全ての方には私の経験したパターンは当てはまらないかもしれませんが、もしかしたらご自身にも当

てはまる内容やパターンがあるかもしれませんね？  

  

では魂の声を聞き、自分を目覚めさせていく叡智の旅を始めましょう。  

  

  

 


